
シ
冒
号
３
。
ぐ
①
閏
匡
の
解
剖
書
の
図
は
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
本
書
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
通
読
し
た

学
者
は
、
我
が
国
で
は
少
な
い
と
思
う
。
筆
者
は
、
諸
般
の
事
情
に

よ
り
○
且
の
８
百
且
凋
①
弓
四
画
ｇ
の
研
究
を
中
断
し
て
か
ら
、

シ
目
号
３
①
ぐ
の
闇
匡
著
の
解
剖
学
書
を
通
読
す
る
こ
と
を
志
し
た
が
、

本
書
は
筆
者
に
は
難
解
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
本
書
を
読
む
こ
と
を
中

断
し
た
。

一
九
八
七
年
、
ど
旬
撰
騨
且
目
ぐ
。
昌
国
巨
昌
冒
匡
Ｉ
聾
旨
自
侭
の
研
究
奨

学
生
と
し
て
渡
独
し
た
際
に
、
昌
昌
唖
博
士
か
ら
贈
ら
れ
た
一
冊
の

本
が
契
機
と
な
り
、
Ｐ
．
ぐ
①
闇
屋
の
解
剖
書
を
読
む
こ
と
に
し
た
。

本
書
の
扉
図
に
は
《
《
シ
且
埼
８
の
く
の
思
霞
国
閃
く
×
国
Ｆ
Ｆ
団
ｚ
閏
騨

、
○
国
○
Ｆ
シ
圃
日
①
ｇ
ｏ
９
ｐ
日
甸
四
国
巨
冒
：
官
○
守
路
○
身
》
号
国
匡
日
ｐ
巳

８
号
。
鳥
魯
宮
門
凹
巨
言
冒
①
頁
の
日
ご
》
と
記
さ
れ
、
序
文
に
よ
れ
ば
、

一
五
四
二
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
の
複
刻
版
（
一
九

津
．
ご
①
閏
昼
の
解
剖
書
の
図
に
つ
い
て

酒
井

'百
』一

六
四
）
を
読
む
こ
と
に
し
た
。

本
書
は
七
分
冊
を
合
本
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
き
方
は
各
分

冊
ご
と
に
少
し
異
な
り
、
第
一
分
冊
ｐ
ｌ
扇
巴
に
は
主
部
（
○
名
日
）

胃
ｌ
ｇ
と
図
、
第
二
分
冊
ｏ
ｇ
ｌ
盤
ｅ
に
は
表
（
弓
号
巳
：
）
』
ｌ

岳
、
主
部
程
１
ｓ
、
第
三
分
冊
合
３
１
望
巴
に
は
一
五
図
、
八
枚

の
小
図
、
主
部
胃
ｌ
厨
、
第
四
分
冊
Ｇ
屈
ｌ
韻
と
に
は
一
○
図
、

主
部
』
１
局
、
第
五
分
冊
Ｇ
段
ｌ
引
巴
に
は
三
五
図
（
国
唱
筍
）
、

主
部
』
ｌ
己
、
第
六
分
冊
Ｇ
＄
ｌ
ｇ
ｅ
に
は
一
三
図
、
主
部
』
ｌ

勗
、
第
七
分
冊
Ｓ
ｇ
ｌ
ｇ
Ｃ
に
は
一
八
図
と
三
図
（
含
小
図
）
、
主

部
』
ｌ
ら
で
あ
る
。
そ
の
大
き
さ
は
前
文
シ
包
含
く
目
目
。
胃
。
旨
日
…

六
・
ヘ
ー
ジ
、
ざ
四
目
日
名
。
門
旨
。
唱
胃
３
昌
日
目
冒
…
二
・
ヘ
ー
ジ
、
本

文
六
六
二
・
ヘ
ー
ジ
、
索
引
三
六
。
ヘ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
一
九
六
四
年
に

ベ
ル
ギ
ー
で
複
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
大
部
の
書
で
あ
る
の

で
、
ま
ず
、
本
書
の
中
の
図
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

図
の
略
号
は
図
の
中
に
も
書
き
込
ま
れ
、
図
の
線
と
混
じ
て
、
捜

す
の
が
は
な
は
だ
因
難
な
も
の
も
あ
る
（
と
く
に
小
字
は
著
し
い
）
。

図
の
説
明
に
は
引
き
出
し
線
を
用
い
る
方
が
よ
い
。
説
明
は
図
の
近

く
に
あ
る
が
、
一
つ
の
図
の
説
明
が
数
．
ヘ
ー
ジ
に
及
ぶ
も
の
が
あ

プ
（
》
０
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観
察
は
か
な
り
詳
し
い
。
頭
蓋
骨
、
そ
の
他
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

変
異
の
あ
る
も
の
を
幾
つ
か
並
べ
て
比
較
し
て
い
る
。
耳
小
骨
は
三

個
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
』
・
Ｐ
．
屍
巳
白
目
堕
著
（
。
冒
号
の
鼻
巨
昌
昌
鴨

弓
画
置
目
・
》
の
記
載
と
は
異
な
り
、
筆
者
が
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と

く
、
嗣
回
冒
畠
の
場
合
は
小
児
を
解
剖
し
た
と
思
わ
れ
る
。
槌
骨

と
第
七
脳
神
経
と
の
関
係
（
脳
神
経
は
第
九
対
ま
で
）
を
示
し
て
お

り
、
か
つ
、
そ
の
解
剖
が
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。

以
下
、
図
の
順
序
に
従
っ
て
説
明
す
る
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

佐
賀
に
は
、
幕
末
、
蘭
方
医
学
が
い
か
な
る
動
機
で
、
ど
の
よ
う

な
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
、
定
着
し
て
い
っ
た
か
を
よ
く
示
す
資
料
が

残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
で
に
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
成
害
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
も
ま
た
佐
賀
藩
の
藺

方
医
の
動
静
、
蘭
学
塾
の
成
立
な
ら
び
に
医
師
登
録
の
実
態
に
つ
い

て
報
告
し
て
き
た
。
今
回
は
佐
賀
藩
が
購
入
し
た
医
学
関
係
の
蘭
書

に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
述
べ

る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
佐
賀
藩
の
蘭
方
導
入
過
程
の
概
略
を
以
下

に
示
し
た
。

佐
賀
藩
に
お
い
て
藩
の
医
学
寮
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
七
月
十
六
日
で
あ
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
に
古
賀
穀
堂
が
提
示
し
た
「
学
政

管
見
」
と
題
す
る
学
術
奨
励
の
意
見
書
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
医
師

が
自
宅
で
め
い
め
い
勉
強
し
て
い
て
も
効
果
の
ほ
ど
は
お
も
わ
し
く

佐
賀
藩
の
輸
入
医
学
書

酒
井
シ
ヅ
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